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特集

２００７プロ発足を展望する－

民秋史也日本協会プロ化実行検討委員長に聞く

担当：広報部会

－去る３月３０日、日本協会プロ化実行検討委員会の答申案が日本協会理事会で承認

されました。

答申案によれば本年５月にはプロリーグ設立準備委員会を設立して、プロリーグ第

一段階の準備に入ることになっていますが、準備委員会の人選は進んでいるのでし

ょうか？

人選は現在進行中でもうすぐ確定します。メンバーの選定は殆ど終っていますが、委員

長については最重要ポストでもあり、'慎重を期す必要があることと日本協会理事会の承認

も必要ですので、いま少し時間がかかります。

－プロ化実行検討委員長だった民秋さんが準備委員長になるというのが一般的な予想

ですが？

日本協会では、これまで何度か「プロ化」を掲げてきておりましたが、いずれも中途半

端な状況でプロ化を成功できませんでした。今回のプロ化について

(ま、世界のバスケットの状況、今の日本のバスケットの状況を踏ま

え、どうしても成し遂げなければ成らない課題です。そういった意

味で、日本協会としてはバスケット界の全面的なバックアップのも

と、プロ化に専念しなければなりません。組織的には私がプロ担当

の副会長で、その下に設立準備委員長を置くことになります。準備

委員長は実質的にプロ発足後のコミッショナーも務められる人材を

と考えています。プロリーグ発足後、その人はプロリーグ専任で給

料もそこから支給される､サッカーでいえば川測キャプテンのような存在と考えています。

－今回の答申案はいままでになく相当思い切った草案だと思いますｂ惜しむらくはこ

の答申がもう半年早ければもっと良かったのではないかという声がありますが？

その声はｂｊリーグのことを含めてのものと理解しますが、ワンタイミング遅かつたこ

とはその通りです。しかし日本協会としては、都道府県協会や加窯律窯、加盟チーム・選

手といった大変大きな組織でもあり失敗は許されません。やはり物事を変えるには、手順

や進め方が重要です。そういった意味では今回の答申案作成にはかなりの時間と労力がつ

ぎ込まれましたし、相当しっかりした答申案ができたと思っています。

改革に時間がかかりすぎることは、これまで日本協会の体質的な問題もあったので

はないかと思いますが、日本協会との調整作業もご苦労されたのではないですか？

また、今まで日本協会はその名の通りアマチュアの統括団体でしたが、プロ発足後

は登録問題を含めてどうなるのでしょうか？
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日本協会が今まで築いてきた基礎は、プロが発足したからといって変える必要はありま

せん。現在の組織の傘下にプロリーグができると思えばいいのです。これまでプロ化がで

きなかったのには、様々な問題があってのことだと考えますし、プロ化設立準備委員会だ

けが作業を行ってもプロ化はできないと思います。調整するべき問題はたくさんあると思

いますが、バスケット界が一丸となって問題解決に臨み、協力していただきたいと思いま

す。

－プロリーグ開幕は２００７年秋ですが現行男子で日本最高レベルのＪＢＬはどうな

るのでしょうか？

そこも大きな課題の一つであります。プロ化検討委員会では、プロリーグを国内唯一の

トツプリーグとして答申をいたしました。ＪＢＬには会員チームもあるので慎重に進めた

いと考えています。しかし、プロスポーツとして運営を行っていくには、現行のＪＢＬ運

営では難しいと考えますし、プロへ移行するチームと企業スポーツでやっていくチームが

出ると思います。組織的にもその区切りをつける必要があると認識しております。バスケ

ットの先進国アメリカを例にとれば、ＮＢＡとＮＣＡＡは完全に両立していて、テレビや

スポンサーもアマ、プロそれぞれについています。フットボールや野球もしかりで、プロ

とアマが両立している先進国のスポーツ形態を見て、取り入れるべきところは大いに見習

っても良いと考えています。

－今回のプロ化推進の答申については、サッカーも参考にされましたか？

大いに参考にしました。“創造は模倣から始まる'，の言葉どおり、ゼロからの出発は大変

ですので、他のスポーツのいいところは見習うべきだと考えました。それにサッカーを成

功させたある組織が協力してくれましたので、参考点は多かったですね。何と言っても一

番に言えることは、プロ化してからワールドカップに出場し、強国と堂々と戦えるよう

になった日本代表チーム選手の技術レペルの変わりようです。

－日本ではｂｊリーグが１１月のリーグ開幕を発表して準備を進めているようですが、

これとの調整はどのように考えておられますか？

ｂｊリーグは、現時点では日本協会公認の団体ではなく、独立したリーグであります。

よって日本協会の立場としては、ｂｊリーグが行おうとしていることに関して、異を唱え

る立場にはありませんし、現時点においては具体的に“これこれこういう関係を持つ“と

いうことも言える立場にありません。調整については、今後プロ化設立準備委員会の発足

後、進展を検討していく必要があるかと思います。同じバスケットを考えているのですか

ら、一日も早く調整ができることを願っています。

－ｂｊリーグは選手のトライアウトなども実施していますが、ｂｊリーグの選手を日

本協会へ登録させることなどについてどう考えますか？

１１月に６チームで開幕という前提で準備しているのですから、選手を集めることはそ

の前段として当然だと思っています。ｂｊリーグは株式会社としてバスケットをやってい

ることなので、こちらの方は経済的自由競争の範購だと割り切っています。今、具体的な

ことが見えていない時点ではなんとも言えませんが、ｂｊリーグも登録規定ができる組織

となるのでしょうから、日本協会としてはその選手を受け入れるスタンスは持って行きた
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いと考えております。

－日本協会ではプロ化へ向けて、現行チームとのすり合わせや事務的な整備、寄付行

為に関する研究などは進んでいるのでしょうか？またプロリーグ役員と日本協会役

員との関係ではいかがですか？

既に答申書を提出するに当って、事務的な整備や寄付行為、日本協会規約などに関する

研究は行っております。また、プロ化実行検討委員会のメンバーには、現ＪＢＬスーパー

リーグチーム関係者にも入っていただいておりましたので、チームとのすり合わせも行っ

ております。また、現在でも準備としての作業は進めております。また、プロの組織には

日本協会からも役員を招鰐し、プロの方からも日本協会へ役員を送るような役員の相互乗

り入れ方式も視野に入れています。

－バスケットボールは世界的にメジャースポーツのひとつとなっていますが、日本で

メジャー化できないことをどう思われますか？

何と言っても国際的にもっと強くならなければなりません。男子については長い間オリ

ンピックや世界選手権から遠ざかっていますし、女子についても今回世界選手権出場を逃

がしました｡もうひとつには､あまりにも長い間企業に依存してきた体質が上げられます。

他のスポーツを含めて企業に依存する時代はもう終わりましたし、アジア各国や世界を見

てもバスケットがメジャーである国には必ずプロがあります。プロ化を推進することによ

って、バスケットが子供たちの憧れの的になり、頑張ればバスケットで身が立てられるよ

うな環境が生まれます。このように小さい頃からバスケットに取り組む風土ができれば、

技術的にも更に発展するでしょうし、ひいては国際社会でも通用するようになると思うの

です。

－バスケットが現在のようにマイナー的な存在で、プロチームはどのように運営すれ

ばいいのでしょうか？

先程も申し上げましたが、企業に依存する体質から脱却するために、チームはチームな

りの自助努力で収入を上げることが要求されます。企業にはチーム保有の立場から、チー

ムスポンサーとして支援をしていただくこと、それぞれの地域に根ざして、ローカル・ス

ポンサーを獲得することや、テレビ放映の交渉も自分たちで実行することが必要です。

また、見ていても面白いゲームを展開することによって更に多くのファン獲得することな

ど、そのマーケッティングの開拓も必要です。企業に依存する体質を改善するためにも、

プロチームに対する企業のスポンサー度は従来の負担額の範囲内とすることを答申案でも

明記しています。

一ということはプロになってもスポンサーとして企業の応援を求める結果になるので

はないでしょうか。独立して採算が取れるようなシステムにはならないのでしょう

か？

プロ野球、サッカーをとっても、現時点で大部分が企業の応援があって独立した会社を

作り、リーグを運営しています。サッカーの場合は、近年地域チームが発足してきていま

すが、これとても発足当時からあったわけではなく、経過をもって取り組んできておりま

す。したがって当面は現在のＪＢＬ所属チームでも参加し易いような移行期としての第一
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段階案を作成しました。将来的なあるべき姿としては、勿論プロとして独立した企業でリ

ーグ運営ができるようにならなければなりません。そうなればサッカーと同じように日本

プロバスケットリーグとして歩んでいけると思います。

最終的には寄付行為などとの関係も有り、財団法人日本バスケットボール協会とは別な組

織、例えば社団法人にするとかといった組織形態もあるとみていますが、それはあくまで

も日本協会の傘下にある組織といえます。

社団法人化の計画では２００６年に担当する省庁へ認可申請することになっていますが、

日本協会を指導している文部科学省にも助言を仰いでいるところです。

－プロ化の答申が出された後、将来のあるべき姿が今ひとつはっきりしないため、疑

心暗鬼になっている人もいるようですｂ日本協会の寄付行為を変えるのかとか、Ｊ

ＡＢＢＡの名の通りアマチュアとの関係はどうなるのかとか、今年から先に発足す

るｂｊリーグとの調整をどのようにするのかとか言った意見も聞かれますｂプロ化

の方向性をもっと広報宣伝する必要があるのではないでしょうか？

その通りだと思っています。残念ながらバスケットがメジャーでないために、プロ化に

関してマスメディアの取り上げ方が少なく、新聞に載るのは大まかなところで詳細な広報

ができていません。答申案では将来あるべき姿を含めてかなり詳細に記述していますが、

その内容がすべての人に理解されていない面もあるようです。

プロ化を推進しなければならない背景には、日本のバスケット（特に男子）が国際的に立

ち遅れている現実を打開しなければ、日本のバスケットの将来展望は拓けないという強い

理念があります。国際的な地位が向上すれば、メジャー化も自ずから見えてくると信じて

います。

－プロ化推進にあたって振興会が協力できることがありましたら、遠慮なく仰ってく

ださい。

振興会は日本バスケットボール界の先輩諸氏が多数参加されている団体です。これらの

先輩方には是非とも全体的なアドバイスをお願いしたいと思います。日本協会の不足して

いるところなどありましたら、大所高所からどしどしご意見をいただきたいところです。

また、情報面においても例えば社会体育の動向や、少し力を入れることによってレベルが

格段に上昇しそうなチームの情報など、日本協会へ遠慮なくアドハイスし、情報提供して

いただけると有り難いです。

これからプロ化を推進していくに当ってはバスケット界の意思疎通が非常に大切になると

考えていますのでよろしくお願いします。

以 上
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特集

バスケットボールには神様がいる－

指導者、故吉井四郎氏の足跡

担当：歴史編纂プロジェクト

はじめに

歴史編纂プロジェクトでは、バスケットを愛好する方々に東京オリンピックで日本代表

チームのヘッドコーチをはじめ、数々のチームでコーチを務められた故吉井四郎氏の語録

をできるだけ知っていただくと共に、特にバスケットボールを指導する立場にある人に、

是非読んでいただきたいとの強い思いからこの編纂作業を進めました。

故吉井四郎氏

大正９年新潟県出身、昭和１６年東京高等師範学校卒業、昭和２５年

東京教育大学ヘッドコーチ、昭和３６年から日本協会理事ならびに日

本代表チームヘッドコーチ、東京オリンピック全日本男子ヘッドコー

チを経て、興業銀行、住友金属など多くのチームでコーチング。

「バスケットボールには神様がいる」

この言葉は、歴史編纂プロジェクトが故吉井四郎さん（以下吉井さん）の語録を編纂する

作業を３回にわたって行うなかで、出会った多くの人たちの口から出た吉井さんの非常に

印象深いフレーズです。

たくさんの貴重なご発言がありましたが、今回プラザの誌面をお借りして、そのダイジ

ェスト版をお送りします。

第１回目は東京教育大学（現筑波大）で吉井さんから直接指導を受けた方々からの証言

ですも

出席者：野口昌三氏

司会：島本和彦氏

従野明宏氏小林誉歩氏山崎和彦氏桑原信氏

上谷富彦氏

従野氏吉井さんの基本的な指導の姿勢は理論が確立していることです。理論で納得さ

せられるから、こちらもやらざるを得ない。毎日練習に行

っても、何年たっても、いつも一回の練習が新鮮なのです。

そこに新鮮さを感じられるというのは素晴らしいことだと

思います。僕は今でも神様だと思っていますし、あのバス

ケットに対する純粋さは凄かったですね。ある人が「吉井

は実業団のコーチをしているんだから、よそのことはやる

な」と言ったとき、吉井さんは烈火のごとく怒ったんです。

「バスケットをやっているんだから、実業団だろうが学生

だろうが、女子だろうが男子だろうが、そんなものは関係

７



ということをよく言っておられました。

今でこそ、コンピューターで試合中の諸データがすぐ判り

ますけれど、吉井さんはもうあの頃にご自分でデータを取

る用紙を考案しておられましたから。試合の動きを全部書

き込んで、それを図示すれば誰がどういうプレイをして、

何回ミスをしたのかすぐに出てくるんです。だからハーフ

タイムに「ここがダメだから、お前はもう少しリバウンド

をがんばれ」とか具体的に指示が出ました。

島本氏

野口氏

小林氏

『
4

ない」と。要するにバスケットを広めて皆にわかってもらいたいということなん

です。バスケットに対しては本当に純粋でした。

いつも新鮮な練習だったということですが、どんな感じだったのでしょうか？

私が大学２年生のとき、昭和２６年から吉井さんが監督になりました。今従野

さんが言われたように、非常に理詰めのバスケットを教えられました。我々のと

きは速攻、遅攻の両方ともありましたけれど、オフェンスでは相手が守る前に攻

めろという教わり方をしました。大体練習の半分以上は速攻の練習で２メンダッ

シュや３メンダッシュ、ロングパスなどをやっていました。

速攻、遅攻の切替問題では、どうしたら相手の速攻を止められるのかということ

を理論的に教えていただきました｡あまり怒鳴ることはしませんでしたが、「だめ

だってば！」という言葉はしょっちゅう言われましたね。

私が３年になるまではチームが低迷したので、多分ご苦労されたんじゃないかと

思います。ただ、今でも印象に残っているのは「バスケットには神様がいる」と

いうことを必ず言われたことです。「一生懸命にやりなさい｡そうすればいつか必

ず神様が助けてくれる。最後まで諦めるな」ということは常に仰ってました。私

も６４年間バスケットに関わっていますが、試合を見ていると、ときどき“神様

がいるな'，と感じることもあります。まさか、と思っていたのに逆転して勝った

り、逆にもう大丈夫と思ったのが負けたりする。なんでも一生懸命にやれ、とい

うのは今でも教訓として残っています。

「リーグ戦の場合は１点勝てばよいが、トーナメントの場合は何点まででもリ

ードを奪え｡そうすれば次の対戦相手に脅威を与えられる」
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島本氏吉井さんはもちろんご自身でもよく考えられたのでしょうが、アメリカの文献

をよく研究されてました。どれだけ特徴を取り入れるかということと、使えると

ころと使えないところがあるとも仰ってました。次に山崎さんは如何ですか？

山崎氏私が吉井さんの言葉で一番印象に残っているのは「優秀なコーチとは、いろい

ろな練習方法を知っているコーチではない」と仰っていたことです。それは裏を

返すと、いま自分のチームに何が欠けているのか、それがわかれば練習方法は必

ずいいものが見い出せるということです。まずは自分のチームの良いところ、欠

けているところを理解することだと仰っていたことが一番印象に残っていますね。

桑原氏長所を見い出すという点では、吉井さんはシュートをこういう風に投げろとは

絶対に言いませんでした。手首の硬さが人によって違うのだから、シュートは人

それぞれのやり方に任せていましたね。

野口氏私の頃からちょっと変わったのですけど、それまでは片手でボールを扱うこと

を禁じられていたんです。ハワイチームが来てから日本全体も少し変わりました

が、そういう部分は割合柔軟にやらせていただきました。

島本氏かなり早めにいろいろなものを取り入れられたということなのですね。そんな

ところで桑原さんはなにかエピソードをお持ちでないですか？

桑原氏 僕たちは吉井さんから教えていただきましたが、東京

教育大のバスケットは昔から色々なスクリーンプレイな

どがあって、そういうプレイは連綿と続いた先輩たちが

作り上げたものだと言うんですよ。そういう昔からある

技術を頭の中で整理されておられたですね。

吉井さんのいちばん良いところは（それは同時に欠点に

もなるのですが）謙虚すぎるということです。絶対に威

張らないんです。だから僕らが指導者になったとき「コ

ートには無限の可能性が広がっている。だから指導者に

｡

なっても教えてあげるなんていうことは、口が裂けても言うなよ・教えてあげる

ということは、教えてもらっていることなんだ」ということを言われました。そ

の謙虚な姿勢が吉井さんのバスケットを作ったと思います。

僕は中学生の頃から、野口さんとか糸山さんとか坂上さんとか鈴木勉さんとかの

プレイをずっと見てきました。その人たちのプレイは年を経てもなんら形を壊さ

れていないし、自分たちがやりたい通りのことをやって、それをうまく吉井さん

が引き出している。今度はそれを僕たちに教えるときに、例えば「松尾のフェイ

ントっていうのはこういう風にやる。オレはできないけど、お前らやってみろ」

と。これは今で言う首振りというフェイントだったのですが、吉井さんはそれを

自分で１対１のオフェンスやディフェンスの中に組み入れるんです。こういう風

に非常に謙虚で、ものをよく見ている。チームにとっても、選手にとっても一番

良いものを引き出していました。

大学４年間では１対１のオフェンスとディフェンスを非常に重視していたのと、

練習方法や連綿として続いてきた技術は大事にしていました｡僕が１年生のとき、

木下さんという先輩がいたのですが、その人にデイイフェンスされるとボールが

もらえないんですよ。いくらやってもボールがもらえない。そういうディフェン

スというのを僕たち下級生に教えるために、木下さんのことを非常に大事にしま

９



したね。

島本氏ということは皆さんのプレイスタイルはあまりいじられなかったということで
すか？

一同そうですね。それはその通りです。

小林氏私が長野の吉田高校２年生の頃、吉井さんは春の合宿、夏の合宿、ときには秋

にも来て下さいました。その結果、創立何十年という旧制中学校を追い越して、

３年目で長野で優勝することができました。そんなことで吉井さんには高校の頃

からよく指導していただきました。そのときに話をしていたのは、「新潟に兄貴

（故吉井精三郎氏。新潟クラブの名選手で吉井さんの実兄）がいて、砂浜に行っ

て波が寄せては引くのに合わせてフットワークをやっていた。砂の上で踏ん張っ

てやるのが一番良いんだ」と。また「列車に乗ったら必ずつま先で立って、どこ

にもつかまるな」と。その当時は、汽車通学でしたからね。さらに「揺れに対し

てバランスが取れないといけない｣、「列車に乗っているときにデッキの下の砂利

や枕木をずっと見て、スピードが上がってきても、見えなくなってきても心で見

えなくてはいけない」とか、そういうことを叩き込まれました。視野を広げるた

めにそういうことをしなさいということでした。

そして技術的なことは、私どもの高校をテストケースにしていたようです。コー

チに来ていただいていた頃の年数を数えてみると、ちょうど吉井さんが教育大の

監督をされ始めた頃でした。教育大でやることを、まず高校の合宿でやってみる

んです。だから、私が大学に行ってからの練習は、だいたい高校でやった練習で

した。

従野氏吉井さんの良いところは人間性というか、どの選手にもえこひいきが無く、ど

の選手にも真剣に会話していたということですね。今日、ここに来る前にもう一

度ＶＴＲを見てみたら、吉井さんの奥さんのところに来る人は、みんな「僕が一

番可愛がってもらった」って言うらしいですよ。僕ももちろんそう思いますし、

みんなそういう風に思っているんです。指導者っていうのはそういう人間性がな

いとね。

野口氏当時、日本を代表するバスケット選手として糸山君（メルボルンオリンピック

からの日本の名センター。故人）がいました。彼は私の中

山崎氏

従野氏

ａ

ａ

学の後輩なんですよ。入ってきたとき背が高くて１９５cmあ

りましたが、足腰が弱くって。そこで吉井さんは糸山君に

今で言うスクワットジヤンプという練習を一日何回もやら

せました。彼が涙を流しながらこなしていたのを想い出し

ます。それから下半身が非常に強くなり、３年くらいから

伸びてきましたね。

あとはフックシュートです。あれは吉井さんが教えていま

した。あのフックシュートはボールをもらって、１歩後ろ

に下がりながら打つもので、大きくて手も長いから誰もブロックできなかったで

すね。手が届いたのは立教の荒井狗哉さんくらいですかね。

あとは早稲田の木下さんとかね。

吉井さんのことに関係するのですが、糸山君が「オレは日本鋼管に入ったのは

バスケットで入ったんだ。学問的な実力で入ったんじやない｡」と言ってました。
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桑原氏吉井 さんが言ってた

ことがみんな語録にな

るんですね。一番覚え

ているのが「行けると

こまで行けってば」と

いうやつです。それま

でやっていたプレイを

途中で変えるとものす

ごく怒るんですよ。チ

ームがあるプレイを仕

掛けたとき、ダメでも

ないのにその選手個人

の感覚で変えてしまう

§

１１

』

》

◆

蕊 議、’
』

だからナショナルチームの合宿中、練習が終わってみんながゴロゴロしていると

き、会社に行って仕事やっているんです。私が「お前、そんなことまでやらなく

てもいいじゃないか」と言うと、彼は「オレは会社の仕事は大切にしたい」と言

ってましたね。「オレはバスケットで日本鋼管に入ったんだけど､一般入社の大学

生なんかに負けたくない」と。何でも前向きに考えるという姿勢は、吉井さんの

影響がだいぶあると思うのです。

桑原氏それと似たような話ですが､東京オリンピックのころに奈良さん(立教大出身、

日本鉱業で活躍した名ガード。故人）が同じことをやっていました。彼も、合宿

途中に日本鉱業の本社に帰って仕事をしていました。ある夜守衛が回っていたら

電気がついているんで見に行くと、奈良君が仕事をしていたらしいのです。そう

いう風に、吉井さんの教えは生き方にも影響があったのかもしれないですね。

従野氏その通りだと思います。たとえば最近の指導者は殆ど学校の先生でしよ。学校

の先生ぐらい生意気でわがままで、自分が一番えらいと思っている人はいない。

僕が勧銀をみていたときに、高校生チームがよく合宿に来ました。そうするとあ

る高校の先生はサイドバッグひとつ持っているだけ、自分の合宿に必要な荷物は

みんな生徒が持っている。生徒なんか、自分の身体より大きなカバンを持ってき

ているんですよ。それで知らん顔しているわけです。僕はいつもその先生に向か

って「自分のことは自分でやれ」と言いましたね。

要するにそういうことが当たり前だと思っている指導者が教えているからチーム

がダメなのです。自分が理論的に説明できないから暴力に訴える。僕は練習を見

るときは、じっとして一言も言わない。選手が転んだらすぐにモップを持ってい

って拭いてやるんです。今度怪我をしたら困るから、そういうことだけをやりま

した。

あと吉井さんは酒が大好きでしたので夜はそのまま休まれて、朝の３時とか４時

頃から本を読んだりして、バスケットの勉強はいつも朝でしたよ。

Ｚ室腿
蒔=二麓象

ﾕｻ五

と、その攻撃がうまくいかないからダメなのか、その攻撃を変えたからダメなの

か、わからなくなってしまうからと。それから「転がったボールはオレのボール

だ」というのもありました。ルーズボールはどんな下手くそでも、誰でも拾える

と言うんです。ルーズボールを取ると取らないとではプラスマイナス４点の差に

麺雲霧

綴綱害毒



島本氏

桑原氏

山崎氏

なると、それはもう口癖のように言ってました。

それにいまＮＢＡでもやっている、ディフェンスのときにおへその前まで体をピ

タッとつける方法があるけど、そのときは「へそ祇めろ！」と言うんです。（笑）

それで一歩相手の目の動きを阻止する訳です。要するに適当な間隔でディフェン

スをするなってことですね。間隔をあけると「へそ祇めろってば！」ってくる。

ピタッとディフェンスされると相手は動けないですよね。

あとはリバウンドを取ると「前送れ！」と言うんですよ。こんなのは誰でも言

うことだと思うのですが、吉井さんの言っていることは「一番前の味方を探せ」

ということなのです。最初はただ前に送ればいいのかと思っていたのですが、そ

れに気が付くのに２年かかりました。（笑）

パスのときは「相手の目を見ろ」とも言われました。ディフェンスとしてはどこ

にパスをするのか目を見てるわけじゃないですか。だからパスを出すときは相手

の目を見ろと教わりましたね。

私は卒業してから自分が高校を指導するようになって、そこで説教されたこと

があるんです。なんとかインターハイに東京都から出たい

伊飾､篭 と思って頑張っていたのですが、３位ぐらいまででなかな

かそれ以上にならない。ある日、吉井さんの池袋のお宅に

伺って、「いまの学校は進学校だから、５時になるとサッと

帰らなければならないんですｂもうちょっと練習時間があ

れば勝てるのですが」と言ったら怒られました。「そういう

ことは自分で言ってはいけない。見ている人は見ている。

練習時間が無い中で頑張っているということをオレも見て

いる。でもそれを自分で言ってしまっては終わりだよ｡」と

言い聞かされました。それから全ての仕事に関して、それを流用するようにした

のです。とにかく自分が愚痴を言ってはいけない。それ以来、人が見ていてくれ

るのだから評価すべきことは人が評価してくれると思ってやっています。

従野氏それに関連して、常に口癖で言っていたのは「指導者たるもの選手の悪口は絶

対に言うな」ということです｡僕はそれを肝に銘じて､勝ったら選手が偉いんだ、

負けたらオレが悪いんだというくらい染みついてますも

先ほどの理論派ということは、本を読んでみればわかると思うのですが、物事に

定義をすることが非常に好きな方でしたね。例えばエラーはなぜ起こるのか。私

は全部覚えきれていないですが、パスならパス能力の不足、それからディフェン

ス能力の誤認だとか、そんな中からエラーの原因をパッと指摘していました。

山崎氏私が一番覚えているのはスクリーンには３つしか型がないんだということです。

これを頭に叩き込んで今の指導をしているのですが、とっても楽ですね。

島本氏その３つの型というのはどういうものですか？

山崎氏ボールを持つプレイヤーに対するビックとトレイル、それとボールを持ってい

ないプレイヤーのスクリーンの３つですｂ

上谷氏今回のお話で人間性という話が多く出てきたと思います。それを吉井さんは潜

在的にお持ちだったと思うのですが、努力して選手をどんどん伸ばしていくとい

うことはなかったのでしょうか？

指導者にこれを読んでもらったときに、人間性を増すにはどうすればいいのかと
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いうことになると思うのです。

潜在的に持っていたものに加えて、こういう努力で人間

性を伸ばしていったということなど、ヒントとしていた

だければと,思うのですが。

例えば人の意見を聞くとか、選手をけなさないこととか。

選手をけなさいというのは指導者として重要なことだと思

うのです。

従野氏吉井さんに「こういうときどうすればいいですか？」と質問すると、すぐには

答えないんですよ。じっくり考えてから答えるのです。質問の意図がどこだった

のか、それをわかりやすく説明するにはどうすればいいか、それを自分の頭の中

でじっと考えてから話すというのが吉井さんの特徴でした。

山崎氏質問した人に一番合った答えをしていたと思います。十把一絡げじゃなく一人

ひとりに違う回答をしていたはずですね。

そういう意味では、札幌に八谷さん、辻村さんがいらして、東京の近くには井上

さん、関口さんがおられて。吉井さんはそうそうたるメンバーのなかでやってい

らした。そういう環境にあったがために、技術面と言うよりも理論的なもの、指

導的なものに力をいれるようになっていったような気がします。

相当のデータを自分で詰め込んでいたと思うのですが、私が「中学の試合を見て

もしょうがないや」と言うと「バカいうな、中学生の試合でも必ず参考になるプ

レイがある」と言われたことがあるんです。だからそうやって試合を見ては、全

部頭の中に入れていたのだと思います。

桑原氏試合のときは試合開始の１時間から１時間半前に集合がかかるんです。今日の

ゲームについてのオフェンスはこう、ディフェンスはこう、個人的には相手はこ

うと伝えられます。平均すると１時間くらいですね。

上谷氏全員集められるんですか？

桑原氏出場する選手は全員集められました。前の試合に相手のデータを全部取ってお

くのです。これは僕のいる４年間ずっと変わらなかったのですが、それを嫌う選

手と一生懸命聞く選手と両方いました。

従野氏吉井さんはただ話をするだけじやなくて、一言一句全部書いてあるのです。ど

ういう話をするとか全部書いてある。それはすごかったですね。だから練習一回

するより、ミーティングを一回する方が効果的なこともありました。

野口氏吉井さんは監督になったばかりのときは､話があんまりうまくなかったですね。

特に挨拶になると単語がぽつんぽつんと出てくるだけで、全然だめなんです。終

わり頃になったらだいぶ話も上手になりましたけど。（笑）

試合中、ハーフタイムに先輩たちが集まってきて技術的なことで文句を言うんで

すよ。吉井さんと相談した上で言うのなら良いのですが、勝手なことを言う。そ

ういうときに一回だけ先輩に食ってかかったことがありました。「オレに監督を

任せたんだから、口を出すな」と。それからは「しっかりやれよ」と応援に来て

くれるだけで、技術的なことは何も言わなくなりましたね。
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アメリカのカレッジバスケットを例に取ると、インディ

アナにボピー・ナイトがいると、その下に誰がいるのかズ

ラズラつと連なっていくんです。家系図というか、アメリ

カではファミリーツリーというのですが、吉井さんについ

てもそういうものを作ってみたら面白いかもしれませんね。

①

Ⅲ
弊
秒
ｒ ■"里尊堪弾r-pWq翌二

従野氏最後にこんなエピソードを紹介します。吉井さんが興銀で、僕は勧銀だったの

ですが、どうしても吉井さんの理論を選手に伝えたいと思い、吉井さんにコーチ

をお願いしたのです。そうしたらコートの上ではやらないけど、講義ならいいと

いうことで、－日だけやってもらえたのです。終わった後、選手たちに聞いたら

「さすが先生の師匠だけはある」と感激しているわけですよ。そういう風に、（

スケットのことに関し

ては､中学生だろうが小

学生だろうが､呼ばれれ

ばすぐに行って指導を

惜しまなかったですね。

指導者講習で地方を一

緒に回ったことがあり

ましたが､昼は講習をし

て､夜は酒の席に指導者

が集まってきて､いろい

ろ話すわけですけど､吉

井理論というのは一緒

にやっている僕らが聞

いていても新鮮でした

ね。
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このように指導者の指導が出来る人間がこれからも必要ではないでしょうか。

上谷氏本日はお'忙しい中大変有難うございました。
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